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　本研究では，大学における宿泊を伴う実技実習が自然体験活動指導に関する意識に与える影響を検討した。水泳実習，
スキー実習，野外活動実習，スケート実習を対象とし，実習の前後に自然体験活動を指導する際に必要な資質能力に
関する調査を実施した。その結果，すべての実習において自然体験活動指導に関する資質を向上させていることが示
された。指導に関する因子では，「自然体験活動のための企画・指導技術」が最も向上することが明らかとなった。
これに対して，向上率が低い項目は「体力・健康」，そして，「自然体験活動への関心・意欲」であった。質問項目ご
との比較では，児童・生徒への指導，対応に関する能力を身につけることが難しい傾向がみられた。したがって，今後，
体育実技において指導技術を学んだ後，児童・生徒と直接関わるような自然体験活動を経験していくことが，指導者
としての資質を向上させていく上で重要であることが示された。
　Purpose of this study was to make an investigation into the effect of natural experience with lodging to student’s 
consciousness. 
　There are 4 natural experience classes with lodging (swimming camp, skiing camp, outdoor activity, ice skating 
camp) in the faculty of education. In this study, the questionnaire surveys of instruction abilities for natural 
experience with lodging were conducted for students. In all classes, it was shown that instruction abilities for 
natural experience improved significantly after classes. The planning and instruction skills for natural experience 
were improved considerably. However, the interest and willingness for natural experience and physical fitness and 
health were low improvement in all activities. There was a difference in the instruction abilities by every activity 
of the natural experience. After classes, many students thought that the instruction to children was difficult. 
These results suggested that students should participate in natural experience activities of children after learning 
instruction skills in the natural experience classes. It is important for developing instruction abilities of natural 
experience.
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Ⅰ.はじめに
　本学教育学部中学校教員養成課程保健体育科教育分野，
スポーツ科学課程では，体育実技・スポーツ指導学実習
の中で，宿泊を伴う体育実技が行われている。本稿では，
この宿泊を伴う体育実技が自然体験活動指導に関する意
識に与える影響を検討する。
Ⅱ.宿泊を伴う自然体験活動の推進
　2001年に学校教育法が改正され，学校教育において体
験活動を促進する内容が追記された1）。この中で，「教
育指導を行うに当たり，体験的な学習活動，特にボラン
ティア活動など社会奉仕体験活動，自然体験活動その他
の体験活動の充実に務めるものとする。」と述べられて
いる。また，この内容を受けて学習指導要領でも「ボラ
ンティア活動，自然体験活動，地域の行事への参加など
の豊かな体験を充実すること」が示されている2）。
　また，2017年３月に示された「第２期スポーツ基本計
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画について」の答申において，「今後５年間に総合的か
つ計画的に取り組む施策」が示された3）。この施策の「ス
ポーツ参画人口の拡大」の項目における具体的な内容と
して，「野外活動等に関する指導者の養成」および「ハ
イキング，トレッキング，サイクリング，キャンプ活動
その他の野外活動を促進」が示されている。これは，生
涯を通した野外活動等の実施を推進している。
Ⅲ.大学生における野外教育の効果
　これまで，大学生を対象とした野外教育，野外活動に
関する研究は，複数報告されている4,5,6）。藤川ら（2018）は，
３泊４日のキャンプ実習を通して，学生がどのようなこ
とを感じたり学んだりしていたのかを自由記述を手がか
りとした質的研究により検討している。その結果，「自
己」に関する項目では，メタ認知力の向上がみられ，他
者との関わり方については，「交流」「協力」という関わ
り方から，「協働」へと変化していったことが報告され
ている。また，高山（2009）は,２泊３日のキャンプ活
動において，自然体験効果測定尺度を用いて，大学生に
調査したところ，「自然への感性」「自己判断力」「リーダー
シップ」「対人関係スキル」「自己成長性」の５項目すべ
てにおいて，実習後に有意に高まっていたことを報告し
ている。また，吉田（2009）は１泊２日のキャンプ実習
の効果を検証し，同様に，自尊感情，社会的スキルに変
容をもたらすことを報告しているが，男子学生よりも女
子学生の方が有意に向上したことを報告している。この
ように多くの研究報告において，自然体験活動は，自己
および対人関係に関わる能力を向上させる効果が示され
ている。
Ⅳ.自然体験活動を指導する能力の養成
　児童生徒，大学生において成果が検証されている野外
教育であるが，「第2期スポーツ基本計画について」の答
申において示されている「野外活動等に関する指導者の
養成」については，現在，大きな課題を有している。文
部科学省（2008）が示す「長期宿泊体験の実施に際して」
において，「長期宿泊体験は，宿泊地や活動場所の確保，
活動プログラムの検討，指導員の確保，子どもの安全確
保等において，多くの関係者・関係機関との緊密な連携
の下で実施される必要がある。」と述べられており，事
前準備から実施に向けて多くの課題があることが示され
ている。このことから，養成段階において，自然体験活
動指導に関わる能力をどのように育成していくかは大き
な課題である8,9,10,11）。豊澤ら（2010）は，教員養成段階
における「体験」活動のあり方について検討し，「自然
体験を含む様々な直接的な体験をカリキュラムの中に位
置付けて行くことが喫緊の課題であろう」と述べている。
宮野（2014）も「教員養成において，自然体験学習は必
須科目である」と述べている。また，西島（2008）は「教
育現場に立つ教師や保育士のほとんどに豊かな自然体験
や，その高い指導・支援の能力が備わっているとは言い
難い状態にある」と述べている。このように，多くの先
行研究で養成段階における自然体験活動指導に関わる能
力に課題がみられ，現在も教員養成における大きな課題
であるといえる。
V.自然体験に関わる授業
　中学校教員養成課程保健体育科教育分野は中学校教員
を養成することを目標としている。カリキュラムの中で
各種運動の実践能力向上を目指した体育実技がある。そ
の中で宿泊を伴った自然体験活動に関する授業は水泳，
野外活動，スキー，スケートの4つが行われている。そ
れぞれに即した環境の中で宿泊を伴った実習を行ってい
る。各実習を通して，身体運動やスポーツの実践を通し
た豊かな人間形成に寄与し，さまざまな場面で優れた問
題解決能力を発揮できる指導者の育成を目指している。
　スポーツ科学課程では，社会や時代の要求に応えるこ
とのできる幅広い資質を備えたスポーツの指導者の育成
を目標としている。具体的には，スポーツをする人と環
境およびその相互関係に関する多面的な知識を身につけ
ること，そして，人との関わりの中で，スポーツを指
導することのできる能力を身につけること，実践的な問
題解決能力を身につけることを目指している。この中で，
宿泊を伴う自然体験活動としては，水泳，野外活動，ス
キー，スケートが行われている。中学校教員養成課程保
健体育科教育分野，スポーツ科学課程ともに，自然体験
活動指導に必要な資質能力を育成していくことは，共通
の課題である。
Ⅵ.自然体験活動指導に求められる資質能力に
関する調査
　これまで，自然体験活動の実践的な能力育成を目指
し，授業を実施し，授業内容についても検討を行って
きた12,13,14）。その結果，多くの先行研究同様，大学生の
自然体験が不足している傾向がみられた。しかし，自然
体験活動を複数回，積み重ねていくことによって，より
自然に対する知識，理解，指導能力を高めていくことが
示され，自然体験活動指導者の実践力育成に貢献してい
ることが明らかとなった。今後，さらに，自然体験活動
を行う環境やプログラムの違いによって，指導者として
の資質能力にどのような影響があるか検討をしていくこ
とは自然体験活動の実践力育成，指導カリキュラムを検
討していく上で重要である。そこで，本研究では，長澤
（2002，2004，2005），別惣（2003）らが示した自然体験
活動指導に求められる指導者の資質能力に関する調査結
果を参考にして作成した自然体験活動を指導するために
必要な資質能力に関する質問項目（43項目）を用い，調
査を行った（表1）。
　調査対象は，平成27， 28，29年度に実施された中学校
教員養成課程保健体育科教育分野の水泳実習，スキー実
習，野外活動，スケート実習，およびスポーツ科学課程
スケート実習，水泳実習とした。受講生に対して，実習
の前後に「自然体験活動を指導するために必要な資質」
に関する調査を実施した。各質問項目とも５段階評価
（１: できない，２: あまりできない，３: どちらともい
えない，４: できる，５: 十分にできる）とし，調査を実
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１. 危機的な状況に対する対応を予見しながらプログラムを進
めていくことができるか　　
23.児童・生徒に安全指導を適切に行うことができるか
２. 計画どおりに進まなかった場合にその場に応じて判断する
ことができるか　
24.児童・生徒に意欲をもって、主体性に指導できるか
３.本実習に関する知識を身につけているか
25. 児童・生徒に自然体験活動を指導する能力を十分に身につ
けているか
４.本実習に関する技術を身につけているか
26. 児童・生徒に生活習慣や社会的ルールを指導することがで
きるか
５.本実習を統括責任者として指導することができるか
27. 児童・生徒にレクリエーションやゲーム等を指導する技術
を身につけているか
６.参加している児童・生徒をまとめることができるか
28. 児童・生徒の安全・保健面に関する判断を適切にすること
ができるか
７.事故等への応急処置に関する知識を身につけているか 29.児童・生徒の心のケアをすることができるか
８.事故等への応急処置に関する技術を身につけているか
30. 児童・生徒の自然観察・自然理解を指導する技術を身につ
けているか
９.自然の中から情報を読み取る能力を身につけているか
31. 児童・生徒の自然体験活動に対する意義と価値を理解でき
ているか
10.自然環境の保全と活用に関する知識を身につけているか
32. 児童・生徒の相互人間関係づくりを支援することができ 
るか
11.自然観察や野外活動等の経験を十分に積んでいるか
33. 児童・生徒の病気への対応に関する基礎的な知識を身につ
けているか
12. 自然体験活動プログラムの企画・運営に対する指導者間の
共通理解を図ることができるか
34. 児童・生徒の病気への対応に関する実際の手当方法を身に
つけているか
13.自然体験活動プログラムを企画・開発することができるか 35.児童・生徒への指導に関する知識を身につけているか
14.自然体験活動への情熱を持っているか 36.自分自身の健康管理ができるか
15.自然体験を自らが楽しめる感覚、構えをもっているか 37.社会教育の目的・意義を認識できているか
16.自然に関する興味・関心をもっているか 38.人権に配慮し、正確で丁寧な言葉遣いができるか
17. 自然体験活動の目標達成のための連絡調整を十分に行うこ
とができるか
39. 他の教員、スタッフと協力するような人間関係づくりがで
きるか
18.自然体験活動を実施する場所の知識を身につけているか 40. 動植物、森林等の自然に対する知識を身につけているか
19. 児童・生徒が危険な場所、事故等に遭遇した場合に、適切
に対応することができるか
41. プログラムの企画段階で状況の変化を予見することができ
るか
20.一般社会人としてのマナーと常識を身につけている 42.自らが元気に、楽しく活動に取り組むことができるか
21. 児童・生徒が主体的に行動できるように促すことができ 
るか
43.自然体験活動を行う体力を十分にもっているか
22.児童・生徒に明るく振舞うことができるか
表１　自然体験活動を指導するために必要な資質能力に関する質問項目
水　泳　 
（94名）
スキー 
　（93名）
野外活動　 
（56名）
スケート　 
（59名）
水泳（スポーツ科学）
（18名）
事　前 3.10 ± 0.84 3.16 ± 0.88 3.08 ± 0.86 3.10 ± 0.86 3.61 ± 0.88
事　後 3.54 ± 0.80 3.72 ± 0.78 3.88 ± 0.69 3.75 ± 0.73 3.97 ± 0.82
事後/事前(%) 114.7 ± 6.9 119.0 ± 9.8 126.6 ± 9.6 121.0 ± 12.6 110.9 ± 8.2
　　　
表2　授業前後の全調査項目の結果
宿泊を伴う体育実技の活動内容の違いが学生の自然体験活動指導に関する意識に与える影響
施する時点で指導者として，十分に指導可能かを回答し
てもらった。統計解析は二元配置分散分析を用い，多重
比較にはBonferroni法を用い，有意水準は５%未満と
した。
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Ⅶ．調査結果
1）自然体験活動前後の全調査項目の平均値の変化
　各実習，すべての調査項目の平均と標準偏差を表2に
示した。水泳実習前後の平均は，事前3.10±0.84，事後
3.54±0.80であった。スキー実習は，事前3.16±0.88，事
後3.72±0.78，野外活動実習は事前3.08±0.86，事後3.88
±0.69であった。スケート実習は事前3.10±0.86，事後
3.75±0.73，スポーツ科学課程水泳実習は事前3.61±0.88，
事後3.97±0.82であった。すべての実習の事前，事後の
間において，１%水準で有意差が認められ，実習後に自
然体験活動指導に関する意識が向上している傾向がみら
れた。
　また，実習前の自然体験活動指導に関する意識におい
て，分散分析の結果１%水準で有意差がみられ，スポー
ツ科学課程の水泳実習が他のすべての実習よりも１%水
準で有意に高い値を示した。実習後における平均値は，
保健体育科教育分野の水泳実習と野外活動との間，およ
び，保健体育科教育分野とスポーツ科学課程の水泳実習
間で１%水準の有意差がみられ，保健体育科教育分野の
水泳実習後の結果が低い傾向を示した。また，スポーツ
科学課程の水泳実習とスキー実習，スケート実習間で５
%水準の有意差がみられ，スポーツ科学課程の水泳実習
が高い傾向がみられた。　
　実習前の平均値を100%とし，実習後の自然体験活動
指導に関する意識の向上率を表２に示した。水泳実習
が，114.7±6.9%，スキー実習が119.0±9.8%，野外活動
が126.6±9.6%，スケート実習が121.0±12.6%，スポーツ
科学課程水泳実習が110.9±8.2%であった。実習を通し
た意識の向上率では，野外活動が最も高く，次いで，ス
ケート実習という順であり，向上率が最も低かったのは，
スポーツ科学課程の水泳実習であった。
2）自然体験活動後の変化の程度
　各自然体験活動ごとに，実習を通して，伸長の大きかっ
た項目，小さかった項目を分析するために，実習前と実
習後の差の平均値に標準偏差を加えた数値以上評価が高
まった項目を伸長の大きい項目，標準偏差分を引いた数
値よりも変化が小さかった項目を伸長の小さい項目とし
た。すべての自然体験活動において，伸長が大きかった
質問項目は，「３.本実習に関する知識を身につけている
か」，「４.本実習に関する技術を身につけているか」であっ
た。これに対して伸長が小さかった項目は「36. 自分自
身の健康管理ができるか」「43. 自然体験活動を行う体力
を十分にもっているか」であった。
3）自然体験活動指導に関する資質因子ごとの変化
　別惣（2003）は自然体験活動指導に関する資質を７因
子に分類している。各実習における自然体験活動指導に
関する資質の因子ごとの平均値を表３に示した。また，
実習前の数値を100%とし，実習前に対する実習後の意
識の伸長率を表３に示した。全体の実習前に対する実習
後の値は，117.8±9.2%であり，すべての項目で向上す
る傾向がみられた。伸長が大きい因子と小さい因子を抽
出するため，平均値に標準偏差分を加えた値より伸びが
大きかった項目と，平均値から標準偏差分を引いた値よ
り伸びが小さかった項目を抽出した。伸長が大きかった
因子は，スキー実習，野外活動，スケート実習の「自然
体験活動のための企画・指導技術」と野外活動の「自然
体験活動に関する知識」であった。伸長が小さかった因
水泳 スキー 野外活動 スケート 水泳 伸長率
資質に関する７因子 （スポーツ）
事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 平均
自然体験活動プログラムへの共通理解
と集団指導力
　（項目：5,6,12,13,17,21,24,26,31,35,37)
3.03 3.45 3.02 3.60 2.96 3.75 2.91 3.60 3.52 3.90
　（伸長率） 113.7 119.4 126.9 123.9 110.8 118.9
安全管理や安全指導の能力・知識
　（項目：7,8,19,20,23,28,29,33,34）
3.00 3.52 3.02 3.48 3.03 3.69 3.12 3.65 3.37 3.65
　（伸長率） 117.5 115.3 122.1 116.8 108.1 116.0
自然体験活動に関する知識
　（項目：3,9,10,11,18,27,40）
2.86 3.37 2.81 3.54 2.82 3.78 2.78 3.53 3.26 3.85
　（伸長率） 117.9 125.9 134.4 126.9 118.0 124.6
自然体験活動のための企画・指導技術
　（項目：4,25,30）
2.85 3.44 2.70 3.57 2.80 3.81 2.55 3.50 3.11 3.81
　（伸長率） 120.7 132.2 136.0 137.3 122.6 129.8
プログラムを推進するための状況予測
力と対人関係能力
　（項目：1,2,22,32,38,39,41）
3.32 3.67 3.44 3.92 3.26 3.97 3.39 3.99 3.86 4.15
　（伸長率） 110.6 113.9 122.0 117.8 107.6 114.4
自然体験活動への関心・意欲
　（項目：14,15,16,42）
3.51 3.84 3.87 4.34 3.48 4.38 3.58 4.22 4.56 4.70
　（伸長率） 109.5 112.3 125.6 118.0 103.2 113.7
体力・健康　　　　　　
　（項目：36,43）
3.60 3.85 4.03 4.31 4.00 4.48 3.96 4.28 4.40 4.44
　（伸長率） 106.9 106.9 112.0 108.1 100.9 107.0
表３　自然体験活動指導の資質に関する7つの因子ごとの変化
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子は，水泳実習，スキー実習，スケート実習，スポーツ
科学課程の水泳実習の「体力・健康」と，スポーツ科学
課程の水泳実習の「安全管理や安全指導の能力・知識」
「プログラムを推進するための状況予測力と対人関係能
力」「自然体験活動への関心・意欲」であった。
Ⅷ.宿泊を伴う体育実技が学生の自然体験活動指導
に関する意識に与える効果
　本研究では，５つの宿泊を伴う体育実技（実習）につ
いて比較検討を行ったが，すべての実習において，有意
に自然体験活動指導に関する意識が向上する結果となっ
た。この結果から，体育指導者養成において，体育実技
において，校外で宿泊を伴う実習形式の授業を実施する
ことは指導者としての意識を向上させる上で効果がある
ことが確認された。しかし，実習間の数値を比較すると
有意差が認められた。スポーツ科学課程の水泳実習は単
年度のみの結果であり対象が少ないことも要因として考
えられるが，全体的に平均値が有意に高い結果を示した。
この結果には，実習内容も大きく影響していると考えら
れる。スポーツ科学課程の水泳実習は２泊３日で行い，
実習の内容として，ウィンドサーフィン，カヌー，ビー
チバレーボール等のマリンスポーツを行う内容となって
いる。これに対して，体育科の水泳実習は，３泊４日で
あり，２時間の遠泳を中心に，救助法を含む内容となっ
ており，マリンスポーツはスキンダイビングのみである。
この内容の違いにより，学生の意識に違いがみられ，ス
ポーツ科学課程の水泳実習において，実習前の数値から
高い値を示したものと推察される。
　次に，実習後の自然体験活動指導に関する意識の向上
率においては，野外活動が126.6±9.6%と最も高く，次
いでスケート実習，スキー実習という順であった。また，
スポーツ科学課程の水泳実習は，110.9±8.2%と最も低
い向上率であった。著者らが，2018年に行った水泳実習，
スキー実習，野外活動の３つの授業における自然体験指
導に関する報告によると，複数回実習を繰り返すことに
よって，より自然に対する知識，理解，指導能力を高め
ることができることを報告している13）。本研究において
も，学生が実習を行う順番は，水泳実習，スキー実習，
野外活動の順であり，実習経験が増すことによって，向
上率が高くなる傾向を示していた。つまり，自然体験活
動指導に関する意識を高めていく上で，複数回，宿泊を
伴う体育実技を受講していくことが重要であることが示
された。
IX.体育実技ごとの自然体験活動指導に関する資質
因子に与える影響
　７つの因子ごとの変化の特徴を比較してみると，「自
然体験活動のための企画・指導技術」が129.8%と最も
伸長率が高い傾向を示した。その中でも，スキー実習，
野外活動，スケート実習において高い傾向にあった。次
に，「自然体験活動に関する知識」が124.6%と高い値を
示し，「自然体験活動のための企画・指導技術」と同様
に３つの実習の伸び率が高い傾向を示した。
　これに対して最も変化が小さかった因子は，「体
力・健康」であった。特にスポーツ科学課程の水泳は，
100.9%であり，実習を通して変化を感じていないこと
がうかがえる。「安全管理や安全指導の能力・知識」の
因子に関して，他の因子同様，野外活動の伸長率が最も
高く，122.1%であったが，ついで，水泳実習が117.5%
と高い伸長率を示した。これは，海での遠泳という安全
に関する要素が大きい実習であること，また，実習のプ
ログラムの中に，救助法，心肺蘇生法の実習が含まれて
いることが要因であると考えられる。このことから水泳
実習は，学生への安全に対する意識を野外活動同様，高
めることができる実習であると考えられる。
X.質問項目ごとの比較
　すべての実習を通して，伸長が大きかった質問項目は，
「３.本実習に関する知識を身につけているか」，「４.本
実習に関する技術を身につけているか」であり，各実習
を経験することを通して，実習に関する知識および技術
を身につけていることが示唆された。これに対して伸長
が小さかった項目は「36. 自分自身の健康管理ができる
か」「43. 自然体験活動を行う体力を十分にもっているか」
であった。このふたつの項目は，実習前の数値が高い項
目でもあり，体育，スポーツに関わる学生は実習前から
身につけている要素であり，実習によっては，伸長が低
くなったものと推察される。
　「５.本実習を統括責任者として指導することができる
か」では，実習後に，水泳実習のみ大きな伸長がみられ
なかった。これは，水泳実習が監視船の準備，隊列，伴
泳者の配置，遠泳のコース等受講生では，予測できない
要素が多く，自らが実習を統率する上での理解を深める
ことが他の実習より，難しかったことが考えられる。ス
キー実習については，実習後の「15.自然体験を自らが
楽しめる感覚，構えをもっているか」，「16.自然に関す
る興味・関心をもっているか」の２項目の数値が他の項
目より高い傾向がみられた。これは，雪上でのスキーは
知識・技能の向上のみでなく，実習後の興味を高める効
果が高かったことを示していた。野外活動では，「14.自
然体験活動への情熱を持っているか」，「15.自然体験を
自らが楽しめる感覚，構えをもっているか」「18.自然体
験活動を実施する場所の知識を身につけているか」の３
項目の向上率が高い傾向がみられた。この結果から，野
外活動は，自然体験指導に関する考え方が大きく成長す
る実習となっていることがうかがえる。野外活動のみ向
上率が低い項目としては，「29.児童・生徒の心のケアを
することができるか」「35.児童・生徒への指導に関する
知識を身につけているか」の２項目があげられた。どち
らも児童生徒との関わり，指導に関する項目であり，学
生同士での宿泊を伴う体育実技のみでは難しい項目であ
り，実際に児童，生徒と触れ合いながら行う自然体験活
動も指導者としての資質を身につけていく上で重要であ
ることが示されたといえる。次にスケート実習のみ，向
上率が低かった項目は「11.自然観察や野外活動等の経
験を十分に積んでいるか」であった。これは，スケート
実習を行ったスケートリンクが屋内であり，氷上という
宿泊を伴う体育実技の活動内容の違いが学生の自然体験活動指導に関する意識に与える影響
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特殊な環境の中ではあるが，自然観察などの面において，
経験することがほとんどできなかったことが要因である
と考えられる。
XI.まとめ
　本研究の目的は，宿泊を伴う体育実技が自然体験活動
指導に関する意識に与える影響を検討することであった。
　５つの体育実技として行われている宿泊を伴う自然体
験活動に関する授業を対象に行ったが，すべての実習に
おいて，自然体験活動指導に関する資質を向上させてい
ることが示された。しかし，実習の内容によって身につ
ける自然体験活動指導に必要とされる資質に差がみられ
た。また，指導に関する因子ごとの比較では，実習を通
して「自然体験活動のための企画・指導技術」が最も向
上することが明らかとなった。これに対して，向上率が
低い項目は「体力・健康」，そして，「自然体験活動への
関心・意欲」であった。「体力・健康」に関しては，体
育・スポーツを専攻する学生であったため，もともと体
力，健康に関しては自信を持っており，関心，意欲を高
めていくことが今後の一つの課題としてあげられた。ま
た，質問項目ごとでは，児童・生徒への指導，対応に関
する能力を身につけることが難しい傾向が先行研究同様
得られた。したがって，今後，実習によって，指導技術
を学んだ後に，児童・生徒と直接関わるような自然体験
活動経験を積んでいくことが，指導者としての資質をさ
らに向上させていく上で重要であることが示された。
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